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342．3 436．6 363．5 460．◎ 　三，629．4
％：47。s％
出所：F我国糧食統購統錆的基本情況ノ統計工作謡漁57年
　　第19期（玉957年10月14臼）、PP．31－32、　P．28により作成。
　食糧調達と供給に関する歴史からみると、中央人艮政府に「糧食部」（部長：章乃器）が設立さ
れた1952年9月がひとつの画期であった。ところが、53年春頃から、従来うまく機能していた「欝
由市場を利用した食糧調達」が困難に逢着し、とくに霞細市場が投機活動の場として機能しはじ
めた。　「妊商・富商」は、一方では農畏から食糧を購入し、他方では食糧の必要な民衆に混って
国家から食糧を大量に購入圃積するにいたり、基層の食糧販売ステーションでの売り切れ状態が
生じ、そのことによって「暗布」が生れ、それが逆に農民層にf売りおしみ思想」を助長させた
のである！5i＞53年下半期、とくに秋の食糧調達率の低下は、このようにしてもたらされた。この
調達危機があきらかになったのは、53年10月頃からであ1）（10月の調達率は計薗の38％）、それへ
の村応が、11月23日公布の「統購統鏑政策諺であったことはいうまでもない
　li月19Uの人民日報社論はf52）統購統錆政策の中心的課題は「食糧投機妊商」に打撃を与える
ことであり、かれらが国家の食糧価格政策や供給活動を破壌したりすることを防距することにあ
り、こんにちの食糧投機こそヂ資本主義的要素と社会主義的要素の間の矛虜」を反映しており、
「資本主義勢力の社会主義経済と労農岡盟にたいする破壊と攻撃」を反映したものであると強調
した。ここには、食糧商入を中心とした都市と農村における「資本主義勢力」の経済的始頭とそ
の政冶化という現状認識があるが、とくに地方中小都市商人層の自由市場における食糧買付と、
大都市商人の投機的食糧傾格操作への危機感が示されていた。つづいてそのif　H、i1月20鷺付社
論は飾｝農民層へのキャンペインを開始し、約2億入の農村人口への食糧への安定的供給は「最
も重要」なことであるとして、「投機的私商」への余剰食糧売却ではなくて、国家への売卸の璽要
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性が訴えられた鯉社論は、繭臼の投機的食糧商人への批覇とともに、そうした私商の動きを農
村で支える農民層への警告を含めて、杜会主義工業化のための経済建設への協力をよびかけ、労
農i司盟の重要性を指摘していた。そして、ソヴェトにおげる社会主義工業化の初期の困難な経験
を紹介し、ソヴェト農民が余剰食糧を圏家に売却して「国家の工業建設を支援した」ことの意義
を強調したのである！55）11月下旬から翌54年1月にかけて、食糧調達キヤンペインはさらに強化
され、こうした事態を生みだすにいたった経済的社会的基盤としての「農毘の自然成長的資本主
義化傾〆勇の存在が批判されるようになった！56＞かくして、これは当然のことながら、「過渡期
の総路線jにおける小農経済の社会主義的改造の課題と結合され｛57＞農民麟の前には、今や「資
本主義の道か社会主義の道か」という二つの道しかないのであり、統購統錆政策は農毘が社会主
義の道を歩むのを支援するものであると宣欝された。しかしながら同時に、余剃食糧を多量に所
蔵しているのは農村人口の多数を占める「中農」であるとされ、食糧調達の鍵は中農と堅く団結
することにあることが指摘された。それは、53年末までの調達工作において、「余糧戸」をすべ
て喰糧投機分子」とみなしてしまったり、「専ら食糧投機をおこなう好商」と「たまたま少壁
の食糧を売却した農民」とを区別しなかったり、「ふつうの利息で貸付けた農民」と「高利貸」
とを区別しなかったりという誤りがあったことと関連していた。轟時すでに多くの地域の指導機
関は「検森組」を農村に派遣して、総路線・食糧調達を点検し、誤りを是正する活動に入ってい
たという鯉こうした食糧調達キャンペインは、54年3月1Hの人民鑓報社論によって次のよう
にしめくくられた．（59）「食糧調達計画はほぼ完成し、大中都市での供給工作も順調である」と。
注意すべきはそこでも、現在の農村経済の主流はノ1・農経済であること（商轟化率が低く、自給自
足経済に近い）を現状認識の基礎にしていたことである。たしかに調達困難な矛脹を「国家の計
画経済と小農経済および自由市場」との間にみ、「社会主義と資本主義の矛盾」であるとしては
いるが、あくまでも農業生産物をめぐる流通部門における社会主義的政策の体系化がはかられて
いたということができるだろう。それは、統購統錆政策のさしあたりの成功につづいて、54年3
月23B、農斑（組織農民と単独経営農毘のうちの貧農中農を中心とする）にたいする「予約買付
契約制度」にもとつく農産物の計画的購入政策を樹立したことからもいいうることがらである管O）
　これは統購統鎖政策とあいまって、農業生産の集団化を促進する役割を担うことになったので
ある。
むすび
　社会主義工業化と農業合作化（集圃化）の彬互関係という点から、中国における1953年春と秋
の政策転換の意昧するところをみなおしてきたが、そこには次のような論点が含意されていたこ
とがあきらかになったと考える。
　第一に、53年11月以降に組織された「総路線」キャンペインの政策基調は、亙助合作化運動の
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「積極領導」に重心があり、そこには社会主義工業化のための農業部門の効率的かつ急速な再編
成がめざされていた。互助組を積極的に合作社化すること（・・：外延的拡大）が、農村における社
会主義の道を歩む絶対的条件として提起された。その点で、53年春以来の互助合作化運動は「穏
歩蒲不前進」であり、52年冬から53年初期のそれは「前進蒲不穏歩」であったとされる。ところ
が、他方で、この「積極領導」的政策には岡時にザ穏歩前進」的内容が附与されており、とくに
54年1月段階の特徴として、合作社化そのものについて、建社準備段階・建社過程・生産の管理
運営過程・分配過程といった諸段階での内包的発展を強調した指導がなされるとともに、互助組
への指導強化という小農経済の特質に順亦しつつ（単独経営農民経済の経済的可能性をも充分に
ひきだしながら）変革をめざす点も強調されていた。
　したがって、第二に、53年末から54年初期の政策基調は、ド穏歩前進」と「積極領導」を結合
した点に大きな特徴があり、それはいわば、52年の「前進漏不穏歩」と53年春の「穏歩而不前進」
を止揚しようとしたものであった。ここに、53年春と秋の異なる点があった。しかし、その限り
で、53年秋以降の政策にも53年春の政策と連続する点があったことは否定しえない。
　第三に、食糧調達危機を契機に策定された統購統錆政策は、互助合作化運動を「積極領導」的
基調にのっとって展蘭するうえで重要な役割を撫った。これは、社会主義工業化水準に照膳する
農業生産を積極的に組織するための社会的条件という視点からみても、また小農経済の特質に順
応した「穏歩前進」的変革（流通過程の社会主義的掌握）の視点からみても、ともに重要な一環
を構成する政策であった。ここにおいても、53年春の政策の歴史的条件とは異なる53年秋の特徴
があらわれていた。
　このようにみてくると、53年末から54年初期にかけての「穏歩前進」的政策基調と「穣極領導」
的政策基調の結合は、中国農業政策史上、ひとつの画期を示したものといえるだろう。しかし、
岡時にこの爾政策には、社会主義農業政策のあり方についての認識の網違が含まれていたことに
も注意する必要がある。すなわち、「穏歩前進」論には、小農経済（小商贔生産ウクラード）を
それ自身として経済的に強化する過程で農業の社会主義化を展望するという含意があり、「積極
SR導　」論には、社会主義工業化のための客体として農業が位置づけられ、その点で農業それ慮身
の発展構造が軽視され、「国罠経済」の要請が農業の現実を超えて急速な集団化をもたらすとい
う傾向をもったのである！61）しかも、この二つの議論は農民層分解の現状認識においても異なっ
た論点をもち、前者は小農経済の禰極分解を比較的少なく評価し、それに対する危機意識も少ない
が、後者は爾極分解のもとで「資本主義の道か社会主義の道か」という二者択～を迫られている
ものとする危機意識が濃厚であったということができる。
　その後、53年末から54年初期の「積極領導・穏歩醜進」論は、翌55年春に集中的にあらわれた
とされる「穏歩前進」論へと転換をとげ九が、それは55年7月31βの毛沢東演説によって完全に
質の異なる路線問題として否定され、いわば「積極領導」論のみの政策基調へと収敏するにいた
ったといえよう。「積廼領導」と「穏歩前進」を真に結合したものとして実現する条件を欠く現
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実が中羅｝にはあったのである。その歴史的湖約に関する分析は次の課題に属する。
　〔駐〕
（1）　Fゆ共；：li央関於加！快騰業発展若干闇題的決定（革案）（巾国共産党第11腿中央委舞会第3次全体会議於王978年
　　12月22鰯〔則通過）、f’学翼文件」（1979年2月）、P．2、「中共研究1第13巻第5期（79年5月15N）駈服。この
　　文献は、1979年三〇封6饗付「入斑厳報」で公表された（1979年9鍔28H、中圏共産党11麗幽中全会通過）。「草
　　案」と「決定」には多くの綴入があるが、ここで’は「草案」に依る。
（2）　　巨ミ」＿垂二認事、　P●　6u
（3）三E耕今等「雛映農業生産的発展必須充分関心農疑的物質利益」「経済研究謂1979年第3期、P．25。
（4＞摩蓋隆「関於祉会主義嗣度優越性的問題」『誓学研究A1979年第6期、P．8。なお1980年3H23　g付e北京fi報3
　　は「過虫の歴止的な誤りのためゆ国の～部に社会主義体制について疑念を持つ暫がいる」と報道したといわれ
　　る（触本経済薪聞説玉980年3月24臼、北京23醸稲懸特派興報道による〉。
（5）薩暮橋「研究和運用祉会主義繕済発展的客観規律」『経済研究慮1979年第6期参照。
（6）鰹聞紘一」社会主義への移行と監反♂五反誘趣動」『講座中属近現代史第7巻A東大礁版、1978年、P．186。
（7）薄一波「中華入民共和国三年来的成就」（1952年9月26紹戸三年来薪中蟹経済的∫戎就擁入跳出版社、1952年、P．110．
（8）史敬業等編鴨】国膿業合作化運動史料下翔振三恥譜店、ユ962年、P．989、　P995。
（9＞　「長治專区…卜欄農藁余作樵的試辮成績与経験∫申園農報」1952年第3期（1952年2糧IO日）、雷鷹疑経済恢復隠
　　期農叢生産舎作資料彙編上露脈科学出版社、1957年、PP．169－180を参照。
（1の　「中園農村泌条道路的闘争」「紅旗悉1967年鄭6期（1967年11月23臼〉、ドー場粉砕資本主義道路酌尖鋭関争」『紅
　　旗m1970年第3期（1970年2月28縫）。
（IP　「把腿業互助合作漁作一登｝二大慕去f故」（1951年12月15εD『毛沢來選集第5巻di入畏掲版社、1977年、　P．59の脚
　　詫参照。
⑫　y人民田報．1紙以外にも多く掲載されている。罫中騰農報』1953年第7期（4月10臼）、PP．3－6、YH華月
　　報！i1953年第桑号、　P　P．　118－一…－121など。邦訳は理薪中灘資料集成s第4巻、　PP．43－52。
㈱　『中團農報sl953年簗7期（4月10瞬〉、PP．7－・8。
（14）　噺華月報誘1953年第4皆、PP．122－124。
（1N　「農村整覚ユニ作的幾点経験jW入毘猫輪1953年4屑2日、鞠障月報．a　1953年4月2嚢、『新華月鱗1953年第
　　5号、PP。85…87。「認真改善農業生塵宣伝111faE（党的生活〉，」「人堤巳報s　1953年4月5日、　e「新華月報di
　　1953年第6母、　PP．137－138。
⑯　「解決“五多”問題」（1953年3触9霞）「毛沢東選集第5巻講、PP．77－79。
1功　ギ中共中央華北筍瀦於改進農村工，作領導的辮法jll入民蹟報Al953年6弩26霞、曾薪華月報x1953年第7腎、
　　PP．121－123。なお、岡黛付犠論「認真克撮農村中的“五多”現象」を参照、岡上誌、　PP．120－121。
⑱　「党的組織必須学習党的互助合作致策糾正急躁蟹進、積極穏歩継続前進（党的生活）」『入斑縫報m1953年5鰐
　　25日、丁中国農報」ヱ953年第11期、PP．22－24。
（19）翻1子恢「農村工作嶽勺基摩任務翻ガ針政策，iG953年7遡2艮）『翻華月報」1953年第8号、PP．49－52。
㈲　古維進「実事求是穏歩前進的張希徳互助組ll　e人ee　E報li　1953年7屑31日、噺華封報護1953年第8号、PP．156～157。
㈱　ただ、問題点がなかったわけではない。つまり、53年秋以降の境実からみてのことであるが、春から夏にかけ
　　ての指導のなかには、「政治寮伝をもよけいなこと」だとするヂ極端な誤i）　liも禽まれていた。『入饒臼報a
　　1953年11月9　鷺、　社論、、
㈱　51年12月決議苺漿が、53年2月にゆ共中央決議として患され、3月に公表された状況のなかで、毛沢東はこれ
　　に関与していなかった形跡がうかがわれる。それは、第一一S：公蓑決議内容の傾向と、繁二に毛沢豪による劉少
　　奇・楊尚昆批甥のなかで、52年8月lliから53年5月5欝までの聞、毛沢東は中央名儀で発出された文件・決
　　議をみせられていなかったと述べている（『毛沢東選集第5巻fiP、80）ことに依る。
㈱　　「批判離開総路線的右傾観点」（1953年6fil　15　B）「毛沢東選集第5巻s、　P　P．81－82。
㈱　　「欝年園的工作要照顧青年的特点」（1953年6月30臼〉『毛沢東選集第5巻a、P．87。
㈲　「党在過渡時期的総路線」（1953年8月）慶毛沢東選集第5巻」、P．89。なお、この毛沢東規定が公表されたの
　　は、1953AIZIO月27臼の「ゆ華全国工醗朕合会会畏代表大会一，での李維漢（政務院財政経済委翼会叢il主無）譲説
　　においてであった。最もまとまった「総路線jの解説は、53年玉2腰こ制建されたゆ共じ蓼央宣伝部（中共中央批
　　准）「為動畏一切力壷把我国建設成為一澗偉大的社会主義国家爾闘争一一欄於党筏過渡時期総路線的学響和宣伝
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提勧で与えられた。公褒文献としては、鰍会主義教毒誤程的閲読文件彙編第一翻人飛庸版祉、1957年ユ蛸
第1版、PP．341－374に所収。また、　llXk過渡到社会主義撰∫闘争A入疑出版社、（1954年1月〉所収の諸文獣
はそうした方向に沿った繍集であった。ただ、54年1月当晴なお、農業部閤をとりあつかった53年7Flの登鐸子
恢講話も岡一の致策基翻をもつものとして収録されていたことは、中共党内のひとつの判断を示したものとし
て理解する必要がある。
ヂ及対党内的資産階級思想ti（1953年8月12R＞野毛沢東選集第5巻s、　PP．90－97。
全麟財経工作会議については不明な点が多いが、その後の資料によれば、この会議の蔵後、9月8Bから1獺
までの「政治協t会議合岡委翼会常務委貰会拡大会議」；ま、過渡期の総路線を資本主義工商業の改造政鋼こ具
体化する場であった（「毛沢東選集学禦参考資料」謬入民臼報認1977年5月10田〉。
この規定の法的追認は、54年9月の憲法捌定段階をまってであった。当時の中国における革命穀化問題の受け
とめ方を示すものとして、劔文F関於革命転変問題」x学響』1954mp第12期（1954年ユ2月2鋤PP．20－21を
参照。
第3次農業互助合作化会議の具体的内答も充分には明らかでないが、毛沢東の1瑚4H談話やその後の入疑窪
報社論等からみて、総銘線にもとつく農業諸政策再編成の場であったことははっきりしている。
「関於農業叢助合作的尚次談話一、十鍔牽覧臼的談謡」（1953年10只15ヨ）『毛沢來選集第5巻轟、P。117。
尚上、「二、十…糧狽礒酌談話」（1953年11溺4日〉『毛沢東選集第5巻」、PP．119～120。
中央レベルと基脳レベルをむすぶ垂要な媒体としての新聞の普及状態について、y人斑B報li　1955年3月16日
祉論参照。それによれば、1950年に瓢聞は274人に1部であったものが、54年には64人に1部となった。54年
6月調査によれば、河牝省饒陽県の818個の合作社で18部の『河北fi報sしか講読していなかったといりa
「必須大張旗鼓地向農毘寛伝過渡時期的総路線jy人民H報s1953年11月9fi。
次のような解説を参照。「それぞれの生産条件のややよい農民が、しだいに多くの生産手段を諮穣し、灘薫・
貸付などの資本主義的方法をとって他入を搾取するようになる」傾向のこと。e学翫1954年第1期、？．L）i．
依鱈寺農炭応黙持説服教育的方針」「入興購報as　l954年lYG　511。なお、　ge入畏B報ue鮭論は次のものにも断蝦
されている。y農業祉会主義改造文集第一集s財経出版祉、1955年3携。樋渡時期総路線学翌参考資料纂一韓誰
人毘鵬版祉、1954年2月北京第2版。
ヂ正確地貫徹中共中央委鐵会関於発展農業生産合作杜的決議」「入民鷺報譲ig54年1月9鍵。
ttiz助組是農業生産合作社的璽要基礎」e人ew　B報21954年1蹴9露。
「要集中力蟹難園環有的九万多燗農業生薩合作祉」「人民　va　ew毒1954年5月26睡。「政務院閣於春緋生塵的指示」
（1954年3鍔31臼付）には、合作化過程で農民が祉会主義を「平均主義」と誤解して生産増舶にと1）くまない
状態を指摘している。合作祉瓦解の事例としては、山爾省長治漿天河郷南天河村農業生産合作鮭がある（燕凌
編『農業生塵合作社的政治工｛腕員オ経出版社、1955年2月、PP．16－20）。
潮掲註㈹。
1952年度の燭家統計局公報（驚正本）によれば、52年の農鱈工作の主要な欠点は∫輿に小農経済の生瞳の現状
から出発せずに……急躁蟹進、強迫命禽、現実離れ、一・毅化という誤りをおかしたことllある」とする轡ゆ
央人民政府属家統計局関於1953年度潔災経済発展和懇家計繭執行結果的公報li財経出販祉、19騒年1醐、P．28｝．
「積極領導、穏歩醜進、箏取実環今年発展農業生産合作祉的計麟」1「入畏費i報21954年1月16艮。
1955年3月8β付新華社報遵によれば、55年初頭、全羅22万余の郷のうち17万余の郷で党の基層維織が樹立さ
れ．農村の党員は400万人をかぞえたという。これは逆に、5万余の郷では党組織が未確立という事態を伝えている
（le人斑手研・1956年A大公報社（工956年5月＞P．268＞。また、55年秋の秋収分配に参撫した合作社63万4千社
のうち、党舞のいた社は55万祉で党舞数206万、薪脱主主義驚年団異だけの社は6万社、党舞団翼の全くいなか
った祉は2万社といわれている（「農業舎作化和1955年農業生産合作社収益分配的統計資料讃統計出版牲、1957
年6月、P．6。）こうした点からみれば、554112月末には190万祇にまで増加するプロセスにおいて党鐵外の罠
衆の占める位置と役翻は雰常に大きかったことが予測される。
鷹魯濠関於1954年艘業生産蕃本情1兄秘当前農業増塵措施的報告」（1955‘4i　3月3霞麟務舞全体会議矛6次会議
批准）罫1955年的農村工作問題」入罠出版祉、1955年7月、PP．10－23。
合作獄数の変化をあげておくと、55年3月来に63万歓であったのが67万社にまで増糠したが、6月来には整頓
政策の結果65万歓となった。毛沢來の政溶的対癒はこの直後になされた。
陳雲「蘭於糧食的統購統錆問題」（1955年7湾21露第一期全入代第2次会議〉『入畏手腿・1956年講、PP．191
－
195。
陳雲の氷一期全人代纂1次会議（1954年9月15霞）での発欝、罫五年来的財致経済工f鰯財経出販娃、1955年、
54
　　PP．5－14。
㈲　中躍祉会科学院経済研究駈「中翻資本主義黒商叢的鮭会主義改造x人疑嶺版祉、1978年、P．156。
（48）　le中央人民政府法令彙編1953年li法篠嶺版社、1955年、　P　P．129－13i。
㈲　飼掲詫¢1＞、ge毛沢東選集第5巻講、　P。122。
㈹　筋編註㈲　参照。
㈱　章乃器「関於『糧食工ず腕的発欝」（1954年9鍔）匿滋年来的財政経済二環輪、P．64。
（52）　「消滅糧食投機；保障践1家建設」『人毘日報諮1953年11月19暇。
鋤　「農罵椚！聾勇躍地把糧食売塞念懇家、紺助躍家建設．／jw入民購報s1953年11月20B。
㈱　蚤時、農村では「食糧を私商に兜却して値段がよいかどうかためしてみよう」とか「売るのは相場をみてから」
　　という考えがかなり広範にゆきわたっていたといわれる。
㈲　すでに、53年11月4H、入鋭日報は許立群の論文を掲｝1表して、食糧調達嗣難の原困の…つ1こ「窟農膚の砥抗」
　　という指摘をしていた。
岡　　「ヵ曄1横食収購rSi　A〈］政治エ作」「入毘露報li　1953年1ユ月23隣。
㈲　　「教育区郷幹部徹鷹横得総路舞｝IJ「人疑厳報露1953年12糧ユ1繍。
働　前掲謎鱒　参照。
㈲　　F繊食計慮駁購和計画供轟答麸総路練的一機重要維戚離分je入跳縣報s1954年3湧1臼。
㈱　政務院財政経済委賃会「関於ユ954年農薩品預購工作的指示」、「敏好農産品預購工作」1「八民欝報」954年3月
　　28雛参妻照。
㈲　なおここで附護しておくと、東欧での48年以来のソヴェト・モデルによるヂ強行的集隙化」はその失敗によっ
　　て、53年半ば以降再編成され、農叢投資と単独継営農民への政策的保障が無視されるようになった。これには、
　　「この賭点で小農畏経営の奉来的な限界の指摘よりも、小農畏経営の発展の懲能性の評価に重点がおかれた1
　　ことによるとされる（爵藤稔「東欧革命における過渡期の課脳1「過渡期経済の研究3B本評論祉、1975年、
　　P．309）。東欧における1953年の政策転換が、中欝での政策形成にどのような条件となっていたかという問題は
　　合作化問題をめぐる騰際的粂件として興味ある課題といえよう。
（1979年10∫弓18H書幡1雛1980年5　消　2　H｛1奪≡改）
〔綾翻
　王小強「農業教会主義批判」（原載縷業経済間題」198◎～2。転戴噺華月報・文摘娠議1980－　5、pp．7－13）
は、林彪・「照入轄」撹判を「農叢歓会主義思想漏平均主義思想」への批判として展醐したものであるが、農業合作
化論と閣連する部分では、急激な合作化論篇展桑載会主義思想によって、あるべき社会主義的農藁政籔に大きな困
難がもたらされたと指摘し、「農業生塵力からみれぱ、貧困な農疑が合作社をおこしたのは、生塵力発展の結果によ
るのではなく、生産力水準が小私有制の単独農家による生産すら維持しえないほどに低下したこと、また、91．20／o
の農家が平均一台の翠、一頭の家畜というような原始的生塵用異すら保持しえていないことによるのである」（p．9）
と述べている。この文童はあきらかに現在の政冶的環境とかかわって轡かれているが、その論調は濫厨に値すると
，思われる　（8月27｝ヨ）。
（較翻
　8月9瞬天野元之助先生の計報に接す。中羅経済研究会等での御指教に感謝串しあげるとともに、心から哀悼の
意を表わすものです。
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